
主担当 現　　　　　　　状  評　価　の　観　点 達　成　度　判　断　基　準 判　定　基　準 備　　考

1

　

　

2

　

② 挨拶や時間、服装容

儀などの指導を通して

基本的な生活習慣を確

立するとともに、外部

人材も活用して協調性

やコミュニケーション

力を身につけ、豊かな

人間性と社会性を育

む。

令和３年 度 　  自 己 評 価 計 画 書
石川県立金沢辰巳丘高等学校

【満足度指標】

全職員が共通理解し、いじめ等の

問題に迅速に対応し、生徒が安全

で安心して学ぶことができる教育

環境になっている。

各課・学年と連携がとれて、いじめ等の問題を抱えた

生徒の早期把握と組織的対応がとれたと答える教員

が、

Ａ　９５％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　７５％以上である

Ｄ　７５％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、１月に調査

する。（教員によ

るアンケート）

② 個人面談を充実させ、生徒の様子

を観察する。また、いじめ等の問

題には早期にいじめ問題対策委員

会（対策チーム）を中心に全教職

員で連携し、解決にあたる。

生徒課

教育相

談室

各学年

前年度は重大事案につながるような

いじめはなかった。全体的に落ち着

いてはいるが、大きな問題に発展し

そうな人間関係のトラブルも散見さ

れるので、今年度も初期指導を強化

し、問題を未然に防ぐ努力をした

い。

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

年度末に調査す

る。

７月、１月に調査

する。（生徒によ

るアンケート）

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、１月に調査

する。（生徒によ

るアンケート）

昨年度の結果はコロナの影響で外部

人材を活用したキャリア教育の行事

を行えなかったので、今年度実施す

る。「総合的な探究の時間」とも連

携して、生徒が自らの進路について

考える機会を多く持たせたい。

【満足度指標】

本校でのキャリア教育が、探究的

に行われ、生徒が主体的に学べる

よう計画的かつ効果的に機能し、

進路目標が明確化している。

本校でのキャリア教育が、生徒の主体的な活動をとお

して意義あるものとなっていると答える生徒の割合が

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　８０％以上である

Ｄ　８０％未満である

【成果指標】

年間を通じて遅刻５回以上の生徒

の割合が令和２年度を下回るよう

にする。

年間を通して遅刻５回以上の生徒の割合が

Ａ　１０％以下である

Ｂ　１２％以下である

Ｃ　１４％未満である

Ｄ　１４％以上である

【成果指標】

各教科でICTを活用して計画的に

課題を与え、その提出を徹底させ

る。放課後学習や自己実現のため

の学習を含めた授業以外の学習時

間の確保を図る。

平日の学習時間（授業以外）が１時間以上であると答

える生徒の割合が

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、１月に調査

する。（教員によ

るアンケート）

【努力指標】

年間を通し、タブレット等のＩＣ

Ｔ機器を効果的に活用して、より

わかりやすい授業実践を継続的に

行っている。

ＧIGAスクール構想の趣旨を理解し、タブレット等の

ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業改善を積極的に

行っていると答える教員の割合が

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

【努力指標】

各教科で主体的・対話的で深い学

びを実現する授業実践を行い、そ

の成果を全教職員で共有してい

る。

ペアワークやグループ学習など言語活動による協同学

習を充実させた授業が実践されていると答える生徒の

割合が

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

７月、1２月に調

査する。（生徒に

よる授業評価アン

ケート）

重　点　目　標 具　体　的　取　組

校内で全ての教員が研究授業・公

開授業を行い、授業参観や校内外

での研修を通して、タブレット等

のＩＣＴ機器を効果的に活用した

授業を実践する。

教務課

情報課

各教科

①個々の進路実現のた

め、ICT機器の利活用

を進めながら主体的・

対話的で深い学びや個

別最適化された学びを

実現する授業実践に努

め、学習意欲の向上や

学習習慣の定着、課題

を発見し解決できる力

の育成を図る。

④

全教員が公開授業または研究授業を

行った。昨年度の結果は６３％で

あったが、生徒用タブレットを用い

た教員が昨年度より増加した。タブ

レット等のＩＣＴ機器を効果的に取

り入れた授業改善を行い、わかりや

すく魅力ある授業づくりに取り組ん

でいく。

① 全教職員で協力し、時間の大切さ

を自覚させる一方、保護者との連

携を図りながら遅刻の減少を目指

すことで規範意識の高揚に努め

る。

生徒課

各学年

昨年度は14.1％で遅刻常習者が増加

した。生活リズムの見直しを含めた

徹底した遅刻指導、保護者との協力

体制構築などの取り組みを継続し、

遅刻常習者の行動改善に繋がる取り

組みを行っていく。

②

③ 生徒が授業以外で学ぶ習慣を身に

つけるために、ICT機器を活用し

て学校外で学習する予習・復習の

ための課題の提示や、定期テスト

などと結びつけた計画的な学習指

導を行う。

教務課

各学年

各教科

主体的・対話的で深い学びの実現

のために、ペアワークやグループ

学習など言語活動による協同学習

を取り入れた授業実践を学校全体

で行う。

教務課

各教科

学習時間が１時間未満の生徒の割合

が59.6％であった。まずは、1時間未

満の生徒に学習する習慣をしっかり

身につけさせることが喫緊の課題で

ある。自己実現を目標に学ぶことの

楽しさを体感するような授業の実践

とICT等も活用して学校外でも学習

しやすい環境整備に取り組む。

多くの授業で、生徒が他の生徒と話

し合ったり、自分の考えを発表した

りする場面が見られるようになっ

た。これらの成果と課題を活かし、

より発展的な内容になるよう継続し

て取り組んでいく。

計画的なキャリア教育を行うとと

もに個人面談を継続的に行い、目

標を明確化させ、有意義な高校生

活を送るよう支援を行う。

進路指

導課

各学年
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学校の魅力をさらに磨

き、生徒・保護者・地

域から信頼される学校

づくりを推進するた

め、校種間交流や地域

と連携した取り組みを

積極的に行うととも

に、広報活動を充実さ

せる。

授業準備や自己研鑽の

時間を確保しより質の

高い授業や個に応じた

学習指導を行うため、

学校や教員が担う業務

の整理、実情に応じた

業務分担の適正化を進

め、多忙化改善に努め

る。

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、１月に調査

する。（教員によ

るアンケート）

③ 地域に根ざした学校づくりを推進

するため、生徒会が中心になり奉

仕活動を展開し、地域の方々と積

極的に関わる機会を増やす。

生徒課

各学年

令和2年度は、コロナ禍の影響を受

け、生徒会、部活動、音楽専攻、美

術専攻の生徒を中心に近隣の学校や

施設を訪問することができなかっ

た。この状況が続くならば、オンラ

インの活用など、施設に訪問しない

でできる活動を、生徒とともに考え

実施していきたい。

【成果指標】

生徒の地域の方々と関わることに

対する意識を高めるとともに、年

間を通して近隣地域での各種ボラ

ンティア活動に可能な方法で取り

組む機会を提供する。

近隣地域での各種ボランティア活動に複数回参加した

生徒の割合が

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、１月に調査

する。（生徒によ

るアンケート）

７月、１月に調査

する。（保護者に

よるアンケ ート）

② 地域や小中学校、大学等との交流

事業、学校行事など、本校の特色

ある教育活動の様子をホームペー

ジを通して積極的に外部に発信す

る。

① 職員の働き方を考え、工夫して、

一人ひとりの子どもに丁寧に関わ

りながら、学習指導、生徒指導な

ど、各自の業務に専念できる環境

づくりを進める。

管理職

各課･室

各学年

関係職員での報告・連絡・相談が円

滑に行われており、職員間のコミュ

ニケーションは良好である。多忙化

改善も少しずつ進んでいる。しか

し、多様な生徒への対応が増えてい

る。また、教員数減少による１人が

担う役割も増えている。学年・教

科・課を超えて、お互いが様々な形

で連携しながら、業務の平準化を図

り、さらに多忙化改善を進め、全員

のワーク・ライフ・バランスを実現

するために、取り組んでいく。

【満足度指標】

全職員が計画的な業務の遂行を意

識し、教材等の共有を図るほか、

役割分担の見直しで業務の平準化

を行い、組織的な学校運営で時間

外勤務時間を減らす。

組織が有機的に機能していると答える教員が

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　８０％以上である

Ｄ　８０％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、１月に調査

する。（生徒によ

るアンケート）

④ 地域の方々や保護者とともに行う

行事の中で生徒一人ひとりが充実

感・達成感を得られるよう生徒自

らが主体的に企画・運営する。

生徒課

各学年

辰巳祭等の行事後のアンケートでは

ほとんどの生徒が積極的に参加した

と答えている。他の行事や活動にも

生徒自身が企画・運営する場面をつ

くり、充実感や達成感が得られるよ

う工夫したい。

【満足度指標】

生徒が生徒会行事へ主体的に関わ

り、より積極的に参加し、充実

感・達成感を得ることができてい

る。

学校行事や生徒会活動に積極的に参加していると答え

る生徒の割合が

Ａ　９５％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　７５％以上である

Ｄ　７５％未満である

総務課

各ｺｰｽ

ホームページの更新回数は教員間で

差が大きかった。学校行事に関して

は、担当分掌による更新が適切に行

われているが、部活動に関しては全

般的に低調である。

【努力指標】

各行事が終了するごとに情報の更

新を速やかに行う。部活動に関し

ては各学期ごとに最低1回は更新

することを目安として取り組む。

所属する課や学年、部活動等のホームページの更新回

数は年３回以上であると答える教員が

Ａ　８５％以上である

Ｂ　７５％以上である

Ｃ　６５％以上である

Ｄ　６５％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。

７月、１月に調査

する。（教員によ

るアンケート）

① 地域及び小中学校、大学等との交

流活動や各種の情報紙等による広

報活動を通して、本校の教育活動

への理解と協力を促進する。

総務課

各ｺｰｽ

積極的なホームページの更新によ

り、全般的に学校の様子を外部に配

信できている。メール配信登録率は

高くなったが、学校からの通知や配

付物の周知に関しての対応徹底が必

要である。

【満足度指標】

各コースの特色を活かした地域や

小中学校、大学等との交流活動等

について、その取り組みや内容を

保護者等にしっかりと伝え、活動

への参加協力体制を築く。

各種の交流活動が活発であり、広報活動を通して学校

の取り組みがよくわかると答える保護者の割合が

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ｃ評価以下の場合

は、結果を分析し

て改善策を検討す

る。


